
1936年、フランスの冒険飛行家アンドレ・ジャピーは「パリー東京100時間飛
行」に挑む中、佐賀県・脊振山に墜落。地元住民の献身的な救助により命を救わ
れました。
明治以来、日本の航空界はフランスの大きな協力のもと発展してきましたが、

この事件はフランス人の心を揺さぶり日仏の深い絆を生みました。
軽井沢朗読館館長の青木裕子とアンドレの親戚である木村ジェニーさんは50年

前に偶然出会い、その後2013年に日本語とフランス語による朗読劇『アンドレの
翼』を制作。それも奇跡のひとつでした。
今年は日仏友好の歴史に新たな１ページが刻まれます。フランス人の熱意でア

ンドレの愛機「コードロン・シムーン」の同型機が復元され、今年はフランスで、
来年は日本で、空を飛ぶ準備が進められています。
朗読劇も日仏の心をつなぐ感動の舞台として生まれ変わります。まずアンドレ

の故郷フランスで上演し伝えたい——。
フランス人の心に感動の嵐を呼んだこの物語をフランスの大きな舞台に乗せ、

人を助ける無償の精神が繋いでいく世界をあなたとともに感じ、歩みたい。
あなたのお力を貸してください。

ご支援をお願いいたします

２０２５年９月
日仏朗読舞台『アンドレの翼』

パリ＆ボークール公演

クラウドファンディングのお知らせ

開始予定： ６月１日（日）
終了日： ７月３１日（木）

目標金額： ２１０万円

クラウドファンディング

https://motion-gallery.net/projects/andrenotsubasa

6月1日（日）
アクセス開始予定

主催：一般社団法人軽井沢朗読館（長野県北佐久郡軽井沢町長倉6056）
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